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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり、2009年に入ってからの

成長率は 第1四半期は▲8 2% 第2四半期は▲10 3%(戦後 （前年同期
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり、2009年に入ってからの

成長率は、第1四半期は▲8.2%, 第2四半期は▲10.3%(戦後

最大のﾏｲﾅｽ成長幅), 第3四半期は▲6.2%と厳しい状況が続

いている。

政府は雇用対策・中小企業支援・インフラ投資促進な

どの財政支出拡大策、中銀の大幅な金融緩和策(1月～7月
までに合計3.75%の金利引き下げ), IMFの新融資制度の枠

利用の申請等の政策を総動員して対応してきた。

景気は2010年には改善が見込まれているが、現時点で

は先行き 透明感が強 昨年 月 月 かけ
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どの財政支出拡大策、中銀の大幅な金融緩和策(1月～7月
までに合計3.75%の金利引き下げ), IMFの新融資制度の枠

利用の申請等の政策を総動員して対応してきた。

景気は2010年には改善が見込まれているが、現時点で

は先行きの不透明感が強い。昨年の11月～12月にかけて

格付けの引き下げが相次いで行われ、現在投資適格の水

準を辛うじて維持している状況にある。

2008年末の政策金利は8 25%となっていたが 2009年
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景気は2010年には改善が見込まれているが、現時点で

は先行きの不透明感が強い。昨年の11月～12月にかけて

格付けの引き下げが相次いで行われ、現在投資適格の水

準を辛うじて維持している状況にある。

2008年末の政策金利は8.25%となっていたが、2009年
に入ってからの景気悪化が顕著になる中で7月までに累

計で3.75%の金利引き下げが行われた。これ以上の金利

引き下げはｲﾝﾌﾚ圧力を強める懸念があるため、8月以降は

政策金利の引き下げは見送られて、現在は4.5%となって

いる。最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で5%近辺の水準で安

定して推移している状況にある。
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国際収支

貿易収支（単位：億㌦）
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準を辛うじて維持している状況にある。

2008年末の政策金利は8.25%となっていたが、2009年
に入ってからの景気悪化が顕著になる中で7月までに累

計で3.75%の金利引き下げが行われた。これ以上の金利

引き下げはｲﾝﾌﾚ圧力を強める懸念があるため、8月以降は

政策金利の引き下げは見送られて、現在は4.5%となって

いる。最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で5%近辺の水準で安

定して推移している状況にある。

同国の国際収支は非石油部門の貿易収支赤字を石油部

門の収支黒字、郷里送金を中心とする移転収支の黒字で

補う構造となっている。

2008年上半期は、輸出が自動車輸出を中心に製造業が

堅調に推移したが、下半期はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の混乱・

景気後 響を受 通年 経常収支 前年
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金融情勢 ペソ相場の対米ドル為替相場
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格付けの引き下げが相次いで行われ、現在投資適格の水

準を辛うじて維持している状況にある。

2008年末の政策金利は8.25%となっていたが、2009年
に入ってからの景気悪化が顕著になる中で7月までに累

計で3.75%の金利引き下げが行われた。これ以上の金利

引き下げはｲﾝﾌﾚ圧力を強める懸念があるため、8月以降は

政策金利の引き下げは見送られて、現在は4.5%となって

いる。最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で5%近辺の水準で安

定して推移している状況にある。

同国の国際収支は非石油部門の貿易収支赤字を石油部

門の収支黒字、郷里送金を中心とする移転収支の黒字で

補う構造となっている。

2008年上半期は、輸出が自動車輸出を中心に製造業が

堅調に推移したが、下半期はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の混乱・

米国景気後退の影響を受けて通年では経常収支は前年の

81億ﾄﾞﾙの赤字幅が更に拡大して155億ﾄﾞﾙの赤字となっ

た。

2009年に入ってからは、輸出・輸入共に前年同期比で

約3,4割程度大きく下回った水準での推移となっているが、

2009年半ば頃からは持ち直しの兆しが見えている。
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為替は2008年8月に1ﾄﾞﾙ＝10ﾍﾟｿを切る水準まで上昇し

たが、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で大きく下落した。本年に

入ってからは一時的に下落したが、最近は1ﾄﾞﾙ＝13ﾍﾟｿ台
の水準での推移が続いている。

政策金利は2008年末時点では8.25%であったが、本年に

入ってから景気減速が顕著になる中で弾力的な金融緩和

が行われ 現在の政策金利の水準は4 5%となっている
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計で3.75%の金利引き下げが行われた。これ以上の金利

引き下げはｲﾝﾌﾚ圧力を強める懸念があるため、8月以降は

政策金利の引き下げは見送られて、現在は4.5%となって

いる。最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で5%近辺の水準で安

定して推移している状況にある。
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2008年上半期は、輸出が自動車輸出を中心に製造業が
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2009年半ば頃からは持ち直しの兆しが見えている。
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入ってから景気減速が顕著になる中で弾力的な金融緩和

が行われ、現在の政策金利の水準は4.5%となっている。

株価は2009年に入ってから3月までは下落基調だったが、

それ以降は上昇基調に転じ、最近はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機前の

ピーク時の水準である30,000をほぼ回復している。
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１．年次 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

実質GDP成長率（前年比） 1.3% 4.4% 3.1% 4.8% 3.3% 1.3%
鉱工業生産指数(前年比） ▲0.8% 3.8% 2.7% 1.6% 1.3% ▲2.4%

自動車生産台数 1,544,049 1,562,170 1,666,494 2,069,212 2,096,970 2,163,717
乗用車販売台数 690 635 741 666 714 010 680 942 641 394 589 176

メキシコ経済・金融概況   
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乗用車販売台数 690,635 741,666 714,010 680,942 641,394 589,176
消費者信頼度数(前年比） ▲11.2% 6.4% 6.4% 1.4% ▲3.7% ▲20.4%

原油産出量(千ﾊﾞｰﾚﾙ/日) 3,789 3,660 3,818 3,374 3,077 2,792

(前年比) 5.7% ▲3.4% 4.3% ▲11.6% ▲8.8% ▲9.3%

原油輸出価格(ISTHMUS 米ﾄﾞﾙ/ﾊﾞｰﾚﾙ)☆ 28.4 33.5 53.6 56.9 67.4 33.3

都市部失業率① 3.3% 3.0% 3.8% 4.3% 4.4% 5.5%

実質賃金(年末比上昇率) 1.0% ▲1.3% ▲0.8% ▲2.7% ▲1.0% 1.1%( )
全国消費者物価(年平均上昇率) 4.5% 4.7% 4.0% 3.7% 4.0% 5.1%

(12月前年同月比) 4.0% 5.2% 3.3% 4.1% 3.8% 6.5%
輸　出(FOB)(億ﾄﾞﾙ) 1,654 1,886 2,142 2,503 2,719 2,913
(前年比) 2.9% 14.0% 13.6% 16.9% 8.6% 7.1%
輸　入(FOB)(億ﾄﾞﾙ) 1,710 1,972 2,218 2,561 2,830 3,086

(前年比) 1.4% 15.3% 12.5% 15.5% 10.5% 9.0%

貿易収支(億ﾄﾞﾙ) ▲56 ▲86 ▲76 ▲58 ▲111 ▲173貿易収支(億ﾄ ﾙ) ▲56 ▲86 ▲76 ▲58 ▲111 ▲173

経常収支(億ﾄﾞﾙ) ▲89 ▲67 ▲49 ▲15 ▲81 ▲155

資本収支(億ﾄﾞﾙ) 575 137 138 213 ▲55 246

対外準備(億ﾄﾞﾙ)★ 574 615 687 677 780 854

対外債務残高(億ﾄﾞﾙ) 1,708 1,711 1,679 1,604 1,781 n.a.

DEBT SERVICE RATIO 22.0% 22.0% 18.0% 19.0% 13.0% n.a.

通貨供給量(ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ,億ﾍﾟｿ)★ 3,036 3,402 3,800 4,498 4,947 5,775

貨供給 億通貨供給量(M1,億ﾍﾟｿ)★ 8,564 9,464 10,818 12,198 13,498 14,781

(前年比) 12.1% 10.5% 14.3% 14.2% 10.7% 9.5%

CETES(財務省証券)28日物金利☆ 6.1% 8.5% 8.2% 7.0% 7.4% 8.0%

株価指数★ 8,795 12,918 17,803 26,448 29,536 23,110

M.PESOS/US$　為替相場★② 11.24 11.15 10.64 10.88 10.92 13.42
2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

(注)＊季節調整済、☆年間あるいは月間平均値、★年末あるいは月末値、斜体は暫定値。(注)＊季節調整済、☆年間あるいは月間平均値、★年末あるいは月末値、斜体は暫定値。

①：全国39都市の12才以上の就業可能人口のうち、調査実施週に全く就業しておらず、

遡って2ヶ月間求職していたが就業できなかったものの比率。2003年からは全国32都市に変更。

②：1US$当たりﾍﾟｿ

(資料)INEGI(国家統計局）、メキシコ中銀、世銀等
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２．月次                                                   　　   As of Jan 4,2010

09年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

実質GDP(前年同期比) └── ▲7.9% ──┘ └── ▲10.1% ──┘ └── ▲6.2% ──┘

鉱工業生産(前年同月比） ▲9.0% ▲10.4% ▲5.1% ▲12.2% ▲11.0% ▲8.1% ▲6.8% ▲7.0% ▲5.5% n.a.

(前月比)* ▲8.0% ▲3.4% 4.9% ▲2.8% 1.2% 3.3% 2.6% ▲2.1% ▲0.5% n.a.

メキシコ経済・金融概況 
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自動車生産台数 84,749 109,961 105,947 103,846 111,025 105,468 113,569 139,694 150,916 n.a.

乗用車販売台数 40,439 35,710 37,611 29,262 30,362 33,220 33,651 34,027 34,330 n.a.

消費者信頼指数(前年同月比) ▲20.4% ▲21.9% ▲22.7% ▲16.0% ▲16.9% ▲10.6% ▲3.3% ▲9.0% ▲7.6% ▲6.1%
原油輸出額(百万ﾄﾞﾙ） 1,607 1,346 1,552 1,637 2,051 2,361 2,463 2,294 2,169 2,641
(前年同月比) ▲55.2% ▲60.1% ▲65.6% ▲60.0% ▲54.0% ▲50.7% ▲51.9% ▲51.0% ▲20.3% ▲1.4%

原油輸出価格(米ﾄﾞﾙ/ﾊﾞｰﾚﾙ) 37.65 38.24 41.28 46.35 47.77 64.36 60.95 67.21 64.10 68.79

都市部失業率* 6.1% 6.4% 5.9% 6.7% 6.9% 6.4% 7.7% 7.6% 7.9% 7.0%

賃金(前年同月比) 0.7% ▲0.4% 2.0% ▲1.2% ▲1.4% 0.2% ▲3.3% ▲9.0% ▲7.6% ▲6.1%
全国CPI(前月比) 0.2% 0.2% 0.6% 0.4% ▲0.3% 0.2% 0.3% 0.2% 0.5% 0.3%
(前年同月比) 6.3% 6.2% 6.0% 6.2% 6.0% 5.7% 5.4% 5.1% 4.9% 4.5%

輸出(FOB)（億ﾄﾞﾙ） 152.3 161.2 187.1 174.1 174.7 193.6 179.8 194.5 207.4 219.7

(前年同月比) ▲31.5% ▲29.5% ▲25.1% ▲35.6% ▲32.8% ▲26.3% ▲34.8% ▲24.7% ▲17.3% ▲10.1%

輸入(FOB)（億ﾄﾞﾙ） 167 9 166 1 185 5 172 0 167 9 195 7 192 5 202 3 218 2 218 8輸入(FOB)（億ﾄ ﾙ） 167.9 166.1 185.5 172.0 167.9 195.7 192.5 202.3 218.2 218.8

(前年同月比) ▲30.0% ▲30.7% ▲21.9% ▲38.8% ▲35.5% ▲25.1% ▲33.1% ▲28.0% ▲22.1% ▲21.1%

貿易収支（億ﾄﾞﾙ） ▲15.6 ▲21.5 ▲17.4 ▲17.3 6.8 ▲2.1 ▲12.7 ▲ 7.8 ▲ 10.8 0.9

経常収支（億ﾄﾞﾙ） └── ▲34.8 ──┘ └── 8.5 ──┘ └── ▲19.1 ──┘

資本収支（億ﾄﾞﾙ） └── ▲12.0 ──┘ └── ▲28.0 ──┘ └── 36.0 ──┘

対外準備（億ﾄﾞﾙ） 836 800 788 768 832 815 822 764 761 798

ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ★（億ﾍﾟｿ） 5,527 5,392 5,338 5,373 5,366 5,316 5,410 5,295 5,248 5,345ｽﾏﾈ ★（億 ｿ） 5,527 5,392 5,338 5,373 5,366 5,316 5,410 5,295 5,248 5,345

M1★（億ﾍﾟｿ） 14,111 14,211 14,036 13,952 14,063 14,162 14,067 14,080 14,080 14,571

(前年同月比) 11.7% 13.4% 14.0% 13.3% 13.8% 13.6% 14.9% 13.8% 13.5% 13.8%

CETES☆ 7.6% 7.1% 7.0% 6.1% 5.3% 5.0% 4.6% 4.5% 4.5% 4.5%

株価指数★ 19,920 17,752 19,626 21,898 24,331 24,368 27,043 28,129 29,232 28,646

M.PESOS/US$★ 13.90 14.60 14.17 13.84 13.17 13.17 13.20 13.20 13.50 13.18
09年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

(注）各項目の詳細については、年次統計のページをご参照。
当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではあり
ません。ご利用に関しては、すべてお客様御自身でご判断下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できる
と思われる情報に基づいて作成されていますが、当室はその正確性を保証するものではありません。内容は予告なしに変更す
ることがありますので、予めご了承下さい。また、当資料は著作物であり、著作権法により保護されております。全文または
一部を転載する場合は出所を明記してください。
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